
●新年のご挨拶
●住民税の申告と所得税の確定申告が始まります
●みんなで楽しく介護予防（健康福祉課）　　他

今月の主な内容
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正月を前にした12月18日に南部町公民館さいはく分館で、しめ
縄作りが行われました。子どもたちも慣れない作業に戸惑いなが
ら、懸命に取り組みました。（法勝寺地区地域振興協議会主催）
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新年のご挨拶

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
年

頭
に
あ
た
り
、
町
民
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
心

か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、昨
年
10
月
に
町
長
、町
議
会
選
挙
が
行
わ
れ
、

私
は
図
ら
ず
も
無
投
票
当
選
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
大
変
光
栄
で
あ
る
と
共
に
、
あ
ら
た
め
て
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
厳
し
い

時
代
を
見
据
え
、
時
代
を
切
り
拓
く
覚
悟
を
持
ち
、

全
身
全
霊
を
傾
け
て
町
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
新
年
に
あ
た
り
、
私
の
所
信
の
一
端
を
申

し
上
げ
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
南
部
町
は
環
境
省
が
次
世
代
に
残
す
貴
重
な
里
地

里
山
５
０
０
選
の
中
で
、
町
内
全
域
が
指
定
さ
れ
ま

し
た
。
町
丸
ご
と
の
指
定
は
西
日
本
で
唯
一
で
す
。

古
事
記
に
も
記
載
さ
れ
た
長
い
歴
史
と
人
々
の
営
み

の
中
で
創
り
上
げ
た
、
こ
の
里
地
里
山
の
価
値
、
そ

し
て
こ
の
地
で
穏
や
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
価
値

を
次
世
代
に
「
つ
な
ぐ
」
こ
と
が
重
要
で
す
。
し
か

し
一
方
で
、
世
界
に
類
を
見
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
進
む

超
高
齢
社
会
、
人
口
減
少
社
会
の
到
来
は
、
道
路
・

上
下
水
道
・
公
共
交
通
な
ど
の
社
会
的
イ
ン
フ
ラ
を

は
じ
め
農
林
業
や
自
然
環
境
、
集
落
機
能
や
伝
統
・

文
化
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
危
ぶ
ま
れ
て
い

ま
す
。
南
部
町
の
大
切
な
も
の
を
変
え
な
い
為
に
、

変
え
て
い
こ
う
と
す
る
気
概
「
不
易
流
行
」
が
必
要

だ
と
考
え
ま
す
。

南部町長　陶山　清孝

　
た
と
え
ば
超
高
齢
社
会
の
中
で
公
共
交
通
を
使
い

や
す
い
も
の
に
「
変
え
る
」
こ
と
や
、
行
政
主
体
で

担
っ
て
き
た
公
共
を
、
技
術
や
ア
イ
デ
ィ
ア
、
創
造

力
を
持
つ
多
様
な
企
業
や
団
体
と
の
協
働
へ
「
変
え

る
」
こ
と
等
々
、
未
来
を
切
り
拓
く
種
を
見
つ
け
、

さ
ら
に
育
て
る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
は
「
つ
な
ぐ
」「
変
え
る
」「
挑
戦
す
る
」
を
政

策
理
念
と
し
、
社
会
構
造
の
大
き
な
変
化
を
改
革
の

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
南
部
町
の
新
た
な
価
値
の
創
造

に
「
５
つ
の
挑
戦
」
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
１
つ
目
は
、
な
ん
ぶ
創
生
に
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま

す
。
平
成
27
年
度
に
作
成
さ
れ
た
、
な
ん
ぶ
創
生
総

合
戦
略
を
効
果
検
証
し
な
が
ら
、
１
４
１
事
業
を
有

効
に
機
能
さ
せ
る
こ
と
で
人
口
減
少
を
緩
や
か
な
も

の
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
若
者
の
移
住
同
様

に
、
多
様
な
世
代
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
地
域
に
溶
け
込

む
こ
と
が
重
要
で
す
。
南
部
町
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ（
生
涯

活
躍
の
ま
ち
構
想
）
を
本
年
度
か
ら
本
格
的
に
推
進

し
ま
す
。
人
口
減
少
社
会
の
中
で
各
集
落
・
振
興
協

議
会
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
可
能
な
限
り
維
持
し

て
い
く
た
め
に
は
「
守
り
な
が
ら
も
攻
め
る
」
姿
勢

が
重
要
で
す
。

　
昨
年
、
県
と
作
成
し
た
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
に
よ
る
と
、

法
勝
寺
地
区
を
拠
点
エ
リ
ア
と
し
、
天
萬
地
区
と
賀

野
地
区
に
サ
テ
ラ
イ
ト
拠
点
を
整
備
す
る
計
画
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
南
さ
い
は
く
地
域
振
興
協
議

会
は
鳥
取
県×

日
本
財
団
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
中

山
間
地
域
等
の
生
活
支
援
」
の
申
請
を
準
備
検
討
さ
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れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
４
地
域
を
中
心
に
地
域
活

力
の
維
持
と
新
た
な
創
造
に
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。

　
２
つ
目
は
、
こ
ど
も
達
が
い
き
い
き
育
つ
環
境
と

人
材
育
成
に
挑
戦
し
ま
す
。
こ
ど
も
は
社
会
の
宝
、

未
来
へ
の
希
望
で
す
。
こ
れ
ま
で
保
育
園
で
の
幼
児

教
育
と
小
学
校
、
中
学
校
の
義
務
教
育
に
高
校
生
も

加
え
、
０
歳
か
ら
18
歳
ま
で
を
通
じ
た
教
育
と
人
材

育
成
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。
小
・
中
学
校
の
空
調

整
備
を
計
画
的
に
進
め
、
夏
場
の
教
育
環
境
の
整
備
、

子
育
て
世
代
の
皆
様
と
い
っ
し
ょ
に
作
る
小
さ
な
公

園
づ
く
り
、
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
の
整
備
を
行
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
３
つ
目
は
、
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
に
挑
戦
し

ま
す
。
健
康
寿
命
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
西
伯
病
院
と

町
内
診
療
所
、ス
ポ
ネ
ッ
ト
な
ん
ぶ
、ゆ
う
ら
く
な
ど
、

南
部
町
の
保
健
・
医
療
・
福
祉
資
源
を
最
大
限
に
活

用
し
、
運
動
習
慣
に
よ
る
生
活
習
慣
病
予
防
に
取
り

組
み
ま
す
。
集
落
内
の
集
会
所
、
公
民
館
を
運
動
習

慣
の
活
動
場
所
に
位
置
づ
け
、
高
齢
者
が
定
期
的
に

集
う
事
で
の
見
守
り
機
能
や
、
昔
か
ら
の
顔
な
じ
み

仲
間
と
の
集
い
は
、
認
知
症
予
防
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

機
能
の
向
上
が
期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
統
合
医
療
等

を
取
り
入
れ
、
心
と
身
体
の
健
康
に
関
し
て
研
究
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
４
つ
目
に
、
人
と
地
球
環
境
に
や
さ
し
い
共
生
の

ま
ち
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
す
。
南
部
町
の
生
物
多
様

性
と
里
地
里
山
の
環
境
や
景
観
を
支
え
て
い
る
の
は

中
山
間
地
の
農
業
で
あ
り
、
林
業
、
そ
し
て
集
落
の

活
力
で
す
。
中
山
間
地
農
業
を
守
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
集
落
営
農
、農
業
法
人
、耕
畜
連
携
や
ド
ロ
ー
ン
、

６
次
産
業
化
な
ど
最
新
技
術
を
導
入
し
、
中
山
間
地

農
業
の
生
産
性
を
上
げ
る
こ
と
が
農
地
を
守
る
う
え

で
大
切
で
す
。
観
光
や
特
産
品
開
発
な
ど
中
山
間
地

の
活
力
維
持
に
挑
戦
し
ま
す
。

　
５
つ
目
に
、
行
財
政
改
革
に
挑
戦
し
ま
す
。
財
政

規
律
を
守
り
な
が
ら
も
、
必
要
な
投
資
は
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
将
来
の
世
代
に
負
担
を
押
し
付
け

な
い
財
政
運
営
を
通
じ
て
、
町
民
の
皆
様
が
将
来
に

わ
た
り
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
築

き
「
南
部
町
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
実
感
し
て
い

た
だ
け
る
ま
ち
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
政
治
は
未
来
の
為
に
あ
る
。

　
住
民
の
皆
様
、
議
会
の
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
、

１
万
１
千
人
の
町
民
が
豊
か
さ
を
実
感
す
る
「
な
ん

ぶ
暮
ら
し
」
の
創
造
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
本
年
が
町
民
の
皆
様
に
と
っ
て
、
健
康
で
幸
多
き

飛
躍
の
年
に
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年

頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



住民税の申告と所得税の確定申告が始まります

住民税の申告と所得税の確定申告が始まります
　今年も所得税確定申告及び町県民税申告をしていただく時期になりました。これらの申告は、個
人住民税の課税資料並びに国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料などの算出の資料
となりますので、期限内の申告をお願いします。

【申告日程】　平成29年２月14日（火）～３月15日（水）
※土日を除きます（今回より平日のみとなります）。
※お住まいの集落割当日にお出かけください。ご都合の悪い場合は予備日をご利用ください。
【会　　場】
　●天萬庁舎２階会議室（２月14日～22日）
　●プラザ西伯（２月23日～３月15日）※会場がプラザ西伯に変更になりました。
【受付時間】
　●午前　…　午前８時30分 ～10時30分　※申告は午前９時から
　●午後　…　午後１時～３時30分　※申告は午後１時30分から
【日程】
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申告が必要な方
❶給与の収入金額が 2,000 万円を超える方
❷事業所得（自営業・農業）、不動産所得、配当所得、山林所得、
　譲渡所得、一時所得又は雑所得（内職、シルバー人材センター
　配分金、外交員報酬、生命保険契約に基づく個人年金等）の
　ある方
❸給与を受けている方で、事業所得（自営業・農業）がある場合
❹給与を受けている方で年末調整を受けていなかった場合や、
　医療費控除を受ける場合
❺国民健康保険・後期高齢者医療制度に加入している方で、障害
　年金・遺族年金・失業手当等（非課税収入）のみの方など
❻年末調整で配偶者控除や扶養控除の対象としていた扶養親族
　の所得が 38万円を超えてしまった場合
❼所得がない場合でも所得証明書の発行が必要な場合

申告が不要な方
❶給与所得のみで、年末調整を受けられた方
❷所得税の確定申告書を税務署へ郵送または直接提出
　される方、国税電子申告（e‐Tax）を利用される方
❸公的年金等の収入金額が 400 万円以下で、かつ、
　公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が 20 万
　円以下である場合には、所得税の確定申告は必要
　ありません。
(注)ただし、上記「申告が不要な方」の❶および❸
　に該当する場合でも医療費控除等による所得税の
　還付を受けるとき、個人住民税の各種控除の適用
　を受けるとき、公的年金等に係る雑所得以外の所
　得があるとき、所得がない方で国民健康保険税等
　の軽減適用を受けるときは、申告が必要です。

原・猪小路

柏尾・法勝寺１～８区

四季・下鴨部・上鴨部
福頼・掛相・馬佐良

長田・北方・小原
大国田園ハイツ・ルーラルタウン

倭・倭２区・いずみ・三本木高姫・金田・井上・御内谷・縄平

対象集落等

今長・江原・八金・金ヶ崎・ニ桝
常清・金山

田住・諸木・西原・三崎

天萬１～８番組

円山・福里・寺内

宮前一・宮前二・浅井

市山・朝金・上野・池野・鶴田
荻名

月日（曜日）

14日（火）

６日（月）

７日（火）

８日（水）

３日（金）

２日（木）

馬場・馬場住宅・徳長・武信
道河内・伐株

与一谷・鍋倉・西・口絹屋
奥絹屋

９日（木）

能竹・賀祥・入蔵・騂牛・早田
赤谷・大河内・笹畑・大木屋

13日（月）

10日（金）

城山・戸構・戸構団地・菅田団
地・落合下・落合上・落合団地

下阿賀・上阿賀28日（火）

月日（曜日） 対象集落等

天
萬
庁
舎
２
階
会
議
室

会場

プ
ラ
ザ
西
伯

予備日（全地域対象）

会場

15日（水）

15日（水）

14日（火）

２
月

３
月

１日（水）

プ
ラ
ザ
西
伯

20日（月）

22日（水）

21日（火）

17日（金）

16日（木）

27日（月）

23日（木）境・東西町１区

坂根・谷川・清水川
フォレストタウン

東西町２区・３区・４区24日（金）

予備日（全地域対象）



住民税の申告と所得税の確定申告が始まります

申告の相談に必要な書類等
●マイナンバーカードまたはマイナンバーのわかる書類、
　本人確認書類　※詳しくは次ページをご覧ください。
●確定申告書（税務署から送付された方のみ）
●印鑑および預金通帳（本人名義のもの）
【還付金の発生する場合】
●給与、公的年金の源泉徴収票
●雇い主の発行した賃金支払明細書
●国民年金保険料などの納付済証明書
●生命保険料などの支払証明書
●地震保険料などの支払証明書
●寄附金の受領証明書（領収書）
●不動産等を譲渡された方は、支払調書または契約書、
　その他手数料等のわかるもの
●その他営業等は収入、支出のわかるもの
●農業所得は「収支計算」方式による収入、支出の
　わかる、事前に準備をしたもの（収入金額や必要
　経費を記載した帳簿、営農貯金明細表、農業に要
　した領収書など）
※収入、支出の仕訳・集計を必ずお願いします。
※集計用に収支内訳書準備表を税務課で配布してい
　ますのでご利用ください。

●住宅借入金等特別控除（平成28年分新規）を受け
　る方は、源泉徴収票、住民票の写し、登記簿謄本、
　契約書、年末の借入残高の証明書、増改築等工事
　証明書など
●医療費の領収書（支払った日が平成 28 年 1 月１
　日から 12 月 31 日までのもの）と受診者、医療
　機関ごとに集計した医療費の明細書
※自己または自己と生計を一にする配偶者やその他
　の親族のために医療費を支払った場合には、医療
　費控除を受けることができます。
※インフルエンザ予防接種など疾病の予防に関する
　費用は、医療費控除の対象に含まれません。
※領収書は受診者、医療機関ごとに金額がわかるよ
　うに集計をお願いします。

【問い合わせ先】税務課　☎66‐4802

待ち時間の短縮にご協力ください！！
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　待ち時間短縮のため、次のような取り組みをはじめます。
１．事業所得【農業・営業等】の収支内訳書、医療費控除の領収書の仕訳と集計が出来ていない方は、会場内で
　　仕訳、集計コーナーを設置します。仕訳、集計後に申告受付をお願いします。
２．国税庁ホームページから申告書が作成できる専用パソコンを用意し、ご自身で申告書作成ができるよう支援
　　します。
３．専門的知識を有する相談は十分な対応ができないため、米子税務署が開設している【米子会場】をご利用く
　　ださい。
　　①　青色申告の方
　　②　土地、建物、株式等の売却などで、分離課税の対象となる方。
　　③　家屋の新築や購入または増改築をされて次の控除を受ける方。
　　　　●特別増改築等住宅借入金等特別控除　　●住宅耐震改修特別控除
　　　　●住宅特定改修特別税額控除　　●認定住宅新築等特別控除
　　④　雑損控除（シロアリ駆除を除く）

【米子会場】■場　　所／米子コンベンションセンター
　　　　　　■受付日時／２月16日（木）～３月15日（水）
　　　　　　　　　　　　午前９時～午後４時　※土・日を除く



住民税の申告と所得税の確定申告が始まります
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平成28年分　公的年金等の源泉徴収票が送付されます
　厚生年金・国民年金の「老齢年金」など老齢(退職)を支給事由とする公的年金は、税法上「雑所得」として
所得税の課税対象になります。このうち「老齢年金」の額が108万円以上（65歳以上の方は158万円以上）の
方については、所得税を源泉徴収することになっています。そのため、老齢年金を受けている方には日本年金
機構より１年間の年金の支払総額などを記載した「源泉徴収票」が、１月下旬に送付されます。
　源泉徴収票は税務署で年金以外に給与収入があり確定申告をするときや、源泉徴収の還付を受けられるとき
に添付する必要があります。もし源泉徴収票を紛失された場合は再交付ができますので、お近くの年金事務所
までお申し出ください。なお「障害年金」や「遺族年金」については非課税ですので、源泉徴収票の送付はあ
りません。
【問い合わせ先】●ねんきんダイヤル　☎0570‐05‐1165
　　　　　　　　●050から始まる電話でおかけになる場合　☎03‐6700‐1165
　　　　　　　　●日本年金機構米子年金事務所　☎34‐6111
　　　　　　　　※お問い合わせの際は基礎年金番号をお知らせください。

（裏面）（表面）

通知カードを紛失した場合、町民生活課で再交付の申請をすることができま
す。また、マイナンバーが記載された住民票を取得することもできます。

マイナンバーについての留意点

広報なんぶ12月号でもお知らせしましたが、町での申告書作成の際にも、マイナンバー（12桁）の記載と
本人確認書類の写しが必要となります。
【本人確認書類の例】

　《例１》マイナンバーカード（両面の写しが必要です）

　《例２》通知カード＋運転免許証、公的医療保険の被保険者証　など

※マイナンバーカードとは、申請により作成された顔写真入りのカードです。
※通知カードとは、個人番号が記載されたカードです。
※当日、本人確認書類をお持ちでない場合、あらためてお持ちいただくようになりますので、準備をよろしく
　お願いします。

※自宅以外で紛失した場合は、警察へ遺失届を提出してください。
※再交付の手続きには、印鑑と本人確認書類（運転免許証等）が必要です。また通知カードの再発行を受けず
　に、個人番号（マイナンバー）カードを作る事もできます。

申請方法 手数料手続き

通知カードの再交付申請 通知カードは住所地に郵送されます
（約３週間後）

備考

紛失届と再交付申請書を提出する 500円

通知カードを紛失した場合

【マイナンバーに関する問い合わせ先】町民生活課（法勝寺庁舎内）　☎66‐3114



すこやか乳幼児相談

第25回
すこやか
乳幼児相談

少子化対策・子育て支援事業として実施している
『～未来へつながる～子育てサポートプロジェクト』
関連事業を毎月紹介します。
今回は「すこやか乳幼児相談」についての情報を
お届けします。
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子育て総合支援センターのびのび　　南部町東町4-19（☎66‐4403）
※すこやか乳幼児相談については、健康管理センターすこやか内ネウボラ（☎66-5524）にお問い合わせください。

【少子化対策・子育て支援に関する問い合わせ先】健康福祉課　少子化対策・子育て支援室　☎66-5524

南部町では、平成 27年 4月から『南部町子育て包括支援センター　ネウボラ』を開所しています。ネウボラはフィ
ンランド語で、「ｎｅｕｖｏ＝助言やアドバイス」、「ｌａ＝場・場所」を意味しています。直訳すると相談する場所です。
今回は、すこやか乳幼児相談をご紹介します。

ネ　　ウ　　ボ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ

すこやか乳幼児相談Ｑ＆Ａすこやか乳幼児相談Ｑ＆Ａ

すこやか乳幼児相談の流れすこやか乳幼児相談の流れ

Ｑ．いつ、どこであるの？
Ａ．毎月1回、子育て総合支援センターのびのびで開催しています。月によって開催日が異なりますので、広報
　　なんぶ等でご確認ください。 ※今年度は1月 12日（木）、2月 9日（木）、3月 9日（木）に開催します。
Ｑ．相談に行くにはどうしたら良いの？
Ａ．事前予約は必要ありません。ただし、当日の朝 9 時～ 10 時の間に受付が必要です。母子健康手帳をお持
　　ちください。
Ｑ．どんな相談ができるの？
Ａ．保健師・助産師・管理栄養士・子育て支援員等が栄養・育児・おっぱいに関する相談を受けています。赤ちゃ
　　んのこと、子育てのことなどで気になることがあれば何でもおたずねください。計測だけに来ていただい
　　ても良いですよ。

それぞれの悩みに応じて、
各スタッフが丁寧に相談に
応じます。

午前９時～10時の間に
のびのびへお越しください。

◆のびのび受付
　→相談後も引き続きご利用いただけます。

◆すこやか乳幼児相談の受付
　→相談したい内容をご記入いただきます。

受付順にお呼びします。
（内容によっては前後することがあります）

◆計測・相談

計測：体重、身長、頭囲、胸囲など
希望により計測し、母子健康手帳に
記載します。
相談：個別の相談に応じます。
（例）栄養相談、おっぱい相談、発達や生活などの育児相談等



西伯病院　☎66-2211
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病
院
で
検
査
す
る
人
っ
て
何
て
い
う
人
？

門永　陽子
主任臨床検査技師

　
今
回
は
、
西
伯
病
院
の
門
永
陽
子
主
任

臨
床
検
査
技
師
が
、
病
院
で
働
く
人
や
検

査
の
お
仕
事
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
は
、
病
院
で
働
く
人
っ
て
ど
ん

な
人
が
い
る
か
っ
て
聞
か
れ
た
ら
、
ど
う
答

え
ま
す
か
？
「
医
師
」「
看
護
師
」「
リ
ハ
ビ

リ
の
人
」「
栄
養
士
」「
受
付
の
人
」…

等
々

は
結
構
す
ぐ
に
出
て
き
ま
す
ね
。

　
病
院
で
は
、
必
要
が
あ
れ
ば
医
師
が
検
査

を
指
示
し
ま
す
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
や
Ｃ
Ｔ
は
放

射
線
技
師
が
検
査
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
臨
床

検
査
技
師
が
病
院
の
中
で
は
働
い
て
い
ま
す
。

　
病
気
の
原
因
を
調
べ
た
り
、
治
療
の
効
果

を
み
る
た
め
に
行
わ
れ
る
検
査
は
、
大
き
く

分
け
て
２
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
血
液
や
尿
・

そ
の
他
患
者
様
か
ら
採
取
し
た
材
料
の
成
分

を
調
べ
る
検
査
を
「
検
体
検
査
」
と
い
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
患
者
様
の
お
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
で

行
う
検
査
で
す
。
も
う
一
つ
は
、
患
者
様
の

身
体
を
直
接
調
べ
る
「
生
理
検
査
」
と
い
い

ま
す
。

　
簡
単
に
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
患
者
様
の
身

体
や
患
者
様
か
ら
採
取
し
た
も
の
を
調
べ
る

お
仕
事
で
す
。

　
検
体
検
査
は
患
者
様
の
見
え
な
い
と
こ
ろ

で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
い
か
に
正
確
に
、
で

き
る
だ
け
早
く
患
者
様
の
検
査
結
果
を
返
す

た
め
に
、
検
査
室
の
フ
ロ
ア
内
を
、
パ
タ
パ

タ
忙
し
く
動
い
て
い
ま
す
。

　
生
理
検
査
は
心
電
図
、
肺
機
能
、
超
音
波
、

脳
波
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
最
近
話
題
の
睡
眠
時
無
呼
吸
の
検
査
も
生
理

検
査
の
一
つ
で
、
当
院
で
も
外
来
で
の
簡
易
検

査
、
入
院
で
の
精
密
検
査
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
以
前
２
人
の
中
学
生
の
女
の
子
が
、
職
場

体
験
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
顕
微
鏡
な
ど
を
面

白
が
っ
て
覗
き
込
ん
で
、
血
液
の
中
の
細
胞

や
尿
の
中
の
成
分
、
細
胞
、
菌
な
ど
「
へ
〜
、

体
の
中
に
こ
ん
な
も
の
が
！
」
と
い
っ
た
感

じ
で
見
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
超
音
波
の
検
査
で
、
首
の
と
こ
ろ
に

あ
る
血
管
を
見
る
検
査
も
お
互
い
に
検
査
す

る
人
、
さ
れ
る
人
で
体
験
し
て
も
ら
い
、
写

真
を
撮
っ
て
持
た
せ
て
あ
げ
た
ら
、
随
分
笑

顔
で
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

　
後
日
事
務
の
方
か
ら
「
中
学
生
さ
ん
た
ち
、

検
査
室
が
一
番
面
白
か
っ
た
と
言
っ
て
い
ま

し
た
よ
」
と
聞
い
て
、
日
々
目
立
た
な
い
所

で
黙
々
と
働
い
て
い
る
私
た
ち
の
職
業
を
、

少
し
理
解
し
て
も
ら
っ
た
よ
う
な
、
嬉
し
い

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
最
近
は
テ
レ
ビ
で
芸
能
人
の
健
康
診
断
み

た
い
な
番
組
も
あ
り
ま
す
。
テ
レ
ビ
だ
と
表

現
が
大
げ
さ
な
よ
う
で
す
が
、
知
ら
な
い
で

い
る
と
ど
ん
ど
ん
悪
く
な
る
よ
う
な
病
気
も

あ
り
ま
す
ね
。

　
血
糖
値
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
血
管
年
齢
、

肺
年
齢
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
当
院
で
は
高

感
度
検
査
を
導
入
し
て
い
ま
す
）
や
、
そ
の

他
の
感
染
症
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
ド

キ
ッ
と
し
た
方
も
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
病
気
を
治
す
時
代
か
ら
、
病
気
に
な

ら
な
い
よ
う
に
予
防
す
る
時
代
に
な
っ
て
き

て
い
る
傾
向
の
現
わ
れ
だ
と
思
い
ま
す
。

　「
病
院
の
検
査
は
好
き
」
と
い
う
方
は
あ
ま

り
お
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
健
診
な
ど

チ
ャ
ン
ス
を
有
効
に
生
か
し
、
ぜ
ひ
検
査
を

受
け
に
来
て
く
だ
さ
い
。

臨
床
検
査
と
は
？

目
立
た
な
い
職
業
で
す
が…

知
ら
な
い
よ
り
は
知
っ
た
方
が
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

臨
床
検
査
技
師
と
は
？

診
療
日
変
更
の
お
知
ら
せ

１
月
よ
り
、
耳
鼻
咽
喉
科
の
外
来
診
察

日
が
、
水
曜
日
の
み
に
変
更
に
な
り
ま

す
。
ご
迷
惑
お
か
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
西
伯
病
院
　
☎
６
６‐

２
２
１
１



人
口
減
少
・
超
高
齢
社
会
の
到
来

　南
部
町
で
は
、
年
々
人
口
が
減
少
し
、
高

齢
化
率
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
超
高
齢

社
会
に
お
い
て
、
住
み
慣
れ
た
こ
の
南
部
町

で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
に
は
、
私
た
ち

は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う…
。

　昔
は
「
井
戸
端
会
議
」
な
ど
、
自
然
と
隣

近
所
が
集
ま
っ
た
り
、
何
か
に
つ
け
隣
近
所

と
の
付
き
合
い
も
盛
ん
で
し
た
が
、
最
近
で

は
地
域
の
つ
な
が
り
も
希
薄
に
な
っ
て
き
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
独
自
の
居
場
所
づ
く
り

〈
法
勝
寺
宿 

よ
ら
い
や
ぁ
〉

　
そ
ん
な
中
、
南
部
町
の
法
勝
寺
宿
で
は
、

有
志
の
皆
さ
ん
が
「
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

の
方
が
閉
じ
こ
も
り
に
な
ら
な
い
よ
う
、
集

ま
る
場
を
自
分
た
ち
で
つ
く
り
た
い
！
」
と
、

昨
年
７
月
か
ら
週
１
回
、
地
域
の
高
齢
者
の

方
が
集
ま
る
こ
と
の
で
き
る
場
「
法
勝
寺
宿

よ
ら
い
や
ぁ
」
を
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
毎
週
金
曜
日
の
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
ま

で
、
茶
話
会
だ
け
で
な
く
軽
体
操
・
ゲ
ー
ム

や
手
作
業
を
通
じ
た
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
開
設
に
あ
た

っ
た
有
志
皆
さ
ん
の
他
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
昼
食
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

〈
円
山 

だ
ん
だ
ん
〉

　
円
山
集
落
で
も
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

中
心
と
な
り
、
今
年
７
月
か
ら
週
に
１
回
、

同
じ
よ
う
な
集
ま
る
場
「
円
山 

だ
ん
だ
ん
」

を
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
毎
週
水
曜
日
、
こ
ち

ら
も
茶
話
会･

軽
体
操･

脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な

ど
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
、
昼
食
も
隔
週
で

提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
学
校
の
長
期
休
業
時

に
は
地
元
の
中
学
生
も
参
加
し
、
世
代
間
交

流
も
し
て
い
ま
す
。

　法
勝
寺
宿
や
円
山
以
外
の
地
域
で
も
、
独

自
で
集
ま
り
、
茶
話
会
や
運
動
に
取
り
組
ん

で
お
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
活
動
が
、
介
護
予
防
だ
け
で

な
く
生
き
が
い
づ
く
り
と
な
り
、
さ
ら
に
ご

近
所
同
士
の
支
え
合
い
が
生
ま
れ
、
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
強
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

元
気
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
出
支
援
事
業

　南
部
町
で
は
、
住
み
慣
れ
た
町
で
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
て
も
ら
い
、
健
康
寿
命
の
延

伸
、
地
域
で
の
支
え
合
い
体
制
の
構
築
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を
支
援

す
る
た
め
、
高
齢
者
の
方
が
集
う
介
護
予
防

に
取
り
組
む
住
民
主
体
の
団
体
に
対
し
、
補

助
金
の
交
付
を
始
め
ま
し
た
。

　皆
さ
ん
の
地
域
で
も
、
介
護
予
防
の
取
り

組
み
を
始
め
ま
せ
ん
か
？

　
住
民
主
体
の
活
動
の
支
援
を
目
的
と
し
て
、

地
域
の
中
で
高
齢
者
の
方
々
が
主
体
的
に
集

ま
る
介
護
予
防
の
活
動
に
対
し
、
補
助
金
の

支
援
を
行
い
ま
す
。

【
事
業
内
容
】

　
■
対
象
　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
集
ま
る

　
　
任
意
の
団
体

　
■
要
件

　
　
●
週
１
回
以
上

　
　
●
１
回
２
時
間
以
上

　
　
●
毎
回
体
操
を
行
う
（
15
〜
30
分
） 

　
■
補
助
額

　
　
●
３
〜
９
人…

１
回
１
，
０
０
０
円

　
　
●
10
人
以
上…

１
回
２
，
０
０
０
円

　※

65
歳
以
上
の
方
の
参
加
人
数
で
補
助
金

　
　
額
は
決
定
。（
人
数
は
65
歳
以
上
の
人
数
で
計
算
）

　
■
手
続
き
方
法

　
　
事
前
に
交
付
申
請
が
必
要
で
す
。

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
健
康
福
祉
課
　
☎
６
６‐

５
５
２
４

　
　
（
南
部
町
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー 

す
こ
や
か
内
）

み
ん
な
で
楽
し
く
介
護
予
防
！

健康福祉課　☎66-5524
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↑法勝寺宿よらいやぁ

円山 だんだん →

〜
地
域
に
よ
る
、地
域
の
た
め
の
地
域
づ
く
り
活
動
の
紹
介
〜

元
気
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
出
支
援
事
業
を

ご
活
用
く
だ
さ
い



就
学
援
助
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

今
月
の

  

お
せ
の
背
中

　
12
月
10
日
（
土
）
富
有
ま
ん
て
ん
ホ
ー
ル
で

「
ま
ち
未
来
会
議
２
０
１
６
〜
町
の
未
来
を
語

り
合
お
う
〜
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
法
勝
寺

中
学
校
２
年
生
有
志
は
壁
新
聞
の
作
成
を
通
し

て
感
じ
た
自
分
た
ち
の
思
い
を
発
表
し
、
南
部

中
学
校
３
年
生
は
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
の
対
話

か
ら
町
の
未
来
に
つ
い
て
考
え
た
企
画
を
発
表

し
ま
し
た
。

　
発
表
に
向
け
て
南
部
町
の
現
状
を
調
べ
た
り

取
材
を
し
た
り
す
る
中
で
、
生
徒
た
ち
は
た
く

さ
ん
の
お
せ
の
背
中
に
出
会
い
、
ふ
る
さ
と
愛

着
力
や
社
会
参
画
力
を
高
め
た
よ
う
で
す
。
ま

た
、
参
加
い
た
だ
い
た
住
民
の
方
も
中
学
生
が

町
の
未
来
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
思
い
を
伝
え

る
姿
を
見
て
、
自
ら
の
背
中
を
改
め
て
見
つ
め

直
す
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
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教育委員会事務局　☎64-3787

　
南
部
町
に
は
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
の
い

る
、
経
済
的
に
お
困
り
の
世
帯
を
支
援
す
る

就
学
援
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。
平
成
29
年
度

分
の
援
助
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
請
の
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
援
助
の
対
象
と
な
る
方

平
成
28
年
度
に
お
い
て
次
の
い
ず
れ
か
の
措

置
を
受
け
た
方

●
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯
ま
た
は
生

　
活
保
護
が
停
止
、
廃
止
と
な
っ
た
世
帯

●
市
町
村
民
税・
固
定
資
産
税
の
非
課
税
世
帯

●
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
者
で
生
活
が
困
難

　
な
世
帯

●
保
護
者
の
失
業
、
疾
病
等
に
よ
り
著
し
く

　
所
得
が
減
少
し
、
生
活
が
困
難
な
世
帯

■
援
助
対
象
経
費

《
援
助
経
費
》

❶
学
用
品
費
❷
通
学
用
品
❸
校
外
活
動
費

❹
通
学
費
❺
修
学
旅
行
費
（
小
学
校
６
年
生
、

中
学
校
３
年
生
）
❻
新
入
学
児
童
生
徒
学
用

品
等
❼
医
療
費
❽
学
校
給
食
費

※

修
学
奨
励
費
や
生
活
保
護
費
、
小
学
校
に

　
お
け
る
教
材
費
の
補
助
な
ど
、
他
の
援
助

　
費
に
よ
り
支
給
を
受
け
る
費
目
に
つ
い
て

　
は
、
こ
の
就
学
援
助
費
に
よ
る
同
様
費
目

　
の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
提
出
期
限
　
２
月
15
日(

水)

■
受
付
場
所
　
南
部
町
教
育
委
員
会
事
務
局

　
（
天
萬
庁
舎
２
階
）
ま
た
は
各
小
中
学
校

■
提
出
書
類

①
要
・
準
要
保
護
認
定
希
望
申
請
書（
教
育
委

　
員
会
事
務
局
ま
た
は
各
学
校
に
あ
り
ま
す
）

②
市
町
村
民
税
所
得
課
税
証
明
書
（
15
歳
以

　
上
の
世
帯
全
員
の
個
人
ご
と
の
も
の
）

③
児
童
扶
養
手
当
証
書
の
写
し
（
児
童
扶
養

　
受
給
世
帯
の
み
）

④
民
生
委
員
の
所
見
（
教
育
委
員
会
が
提
出

　
を
求
め
る
世
帯
の
み
）

■
注
意
事
項

　
所
得
の
認
定
に
あ
た
り
、
他
の
世
帯
に
同

居
さ
れ
て
い
る
場
合
や
、
世
帯
分
離
さ
れ
て

い
る
場
合
な
ど
は
、
生
計
を
共
に
し
て
い
る

方
全
員
の
所
得
を
合
算
し
て
審
査
を
し
ま
す
。

　
就
学
援
助
の
判
定
は
前
年
度
の
所
得
金
額

に
よ
り
行
い
ま
す
の
で
、
毎
年
申
請
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　
申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。本
年
度

援
助
を
受
け
て
い
な
い
方
で
希
望
さ
れ
る
方
は
、

教
育
委
員
会
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

就
学
校
の
変
更
に
つ
い
て

　
小
学
校
・
中
学
校
に
入
学
ま
た
は
在
学
す

る
児
童
生
徒
は
、
住
居
地
に
よ
り
定
め
ら
れ

た
校
区
の
学
校
に
通
学
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
保
護
者
の
申
し
立
て
に
よ
り
教

育
委
員
会
が
認
め
た
と
き
は
、
就
学
校
を
変

更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
教
育
委
員
会
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

教育委員が交代
　平成20年12月から８年にわたり、教育委員を務め
られた細田葉子さんが、任期満了で退任されました。
ありがとうございました。

　　教育長に永江多輝夫さん、

　　新しく教育委員に瀬田啓道さんが就任

　永江教育長の任期は平成28年12月８日から３年間、
瀬田委員の任期は平成28年12月８日から４年間です。
《異動後の教育委員会の構成は以下のとおりです》
　　●教育長　　　　　永江　多輝夫
　　●教育委員　　　　森岡　紀子
　　●教育委員　　　　井上　憲司
　　●教育委員　　　　板　真悟
　　●教育委員　　　　瀬田　啓道

ほそ　だ　よう　こ

なが　え　た　き　お

　　　　　　　　　せ　た　けいどう

中学生の発表を通して
町の未来について考えるおせの背中

教育長　永江多輝夫 教育委員　瀬田啓道
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性的マイノリティとは？ 十
人
十
色
の
性
が
あ
り
ま
す

　
み
な
さ
ん
は
、
多
様
な
性
に
つ
い
て
考
え
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
。

　
第
４
回
ミ
カ
エ
ル
・
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
セ
ク
シ

ャ
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
（
性
的
少
数
者
）「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

（
＋
）」
に
つ
い
て
、
２
０
１
２
年
に
発
足
さ
れ
た

鳥
取
大
学
の
学
生
公
認
サ
ー
ク
ル
「
虹
色
ら
く
だ
」

に
所
属
し
て
い
る
学
生
の
中
尾
さ
ん
、
井
元
さ
ん

を
講
師
に
お
招
き
し
て
、
十
人
十
色
の
性
に
つ
い

て
基
本
的
な
研
修
会
を
し
ま
し
た
。

〜
井
元
さ
ん
の
お
話
か
ら
〜

　「
性
に
は
、
体
の
性
、
心
の
性
、
恋
愛
対

象
な
ど
様
々
な
性
が
あ
り
、
自
分
自
身
を

男
女
に
分
け
て
決
め
ら
れ
な
い
人
も
含
め
、

セ
ク
シ
ャ
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
は
13
人
に
１

人
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

13
人
の
う
ち
12
人
は
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
（
多

数
者
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
偏
見
を
恐
れ
、

本
当
の
自
分
を
隠
し
て
生
活
し
て
い
ま
す
。

自
分
は
青
が
好
き
な
の
に
、
女
の
子
だ
か

ら
と
赤
の
ラ
ン
ド
セ
ル
を
買
わ
れ
た
こ
と

に
違
和
感
を
も
っ
て
悩
み
始
め
、
制
服
で

も
な
ぜ
ス
カ
ー
ト
な
の
か
と
思
い
ま
し
た
」

〜
中
尾
さ
ん
の
お
話
か
ら
〜

　「
自
分
が
初
め
て
人
を
好
き
に
な
っ
た
時

に
、
他
の
人
と
の
違
い
に
気
づ
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
周
囲
に
は
広
い
心
で
受
け
止
め

て
く
れ
る
人
が
多
く
、
と
て
も
救
わ
れ
ま

し
た
」

〈
参
加
者
の
感
想
よ
り
〉

虹
色
が
多
様
性
の
象
徴
と
い
う
こ
と
、

そ
の
言
葉
を
サ
ー
ク
ル
の
名
称
に
し
た

こ
と
、
虹
色
で
考
え
る
と
い
う
こ
と
、

大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

あ
な
た
ら
し
く
生
き
る
た
め
に

　
現
在
で
は
、
セ
ク
シ
ャ
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

の
団
体
が
全
国
各
地
で
活
動
し
て
お
り
、
芸

能
人
や
議
員
、
弁
護
士
な
ど
自
分
自
身
の
性

を
明
ら
か
に
し
て
活
動
し
て
い
る
人
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
メ
デ
ィ
ア
や
書
籍
な
ど
多

く
の
情
報
も
発
信
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
周
り
に
は
多
様
な
性
を
持
っ

て
い
る
人
た
ち
が
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と

で
、
だ
れ
が
ど
ん
な
性
を
も
っ
て
い
て
も

「
あ
な
た
ら
し
く
生
き
て
ほ
し
い
」
と
い
う

気
持
ち
が
広
が
り
、
子
ど
も
た
ち
も
一
人

で
悩
ま
な
く
て
も
い
い
社
会
に
な
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　
町
の
図
書
館
の
書
籍
の
一
部
を
紹
介
し

ま
す
。
ぜ
ひ
読
ん
で
頂
き
、
多
様
な
性
に

つ
い
て
知
っ
て
く
だ
さ
い
。

第
４
回
ミ
カ
エ
ル
・
セ
ミ
ナ
ー
開
催

男

男

女

女

男

女

女

男

どちらかに決めたくな
い、またはわからない

男・女

男（女の場
合もある）

＋　プラス　または
Ｑ　クエスチョニング

男・女
（様々）

女

恋愛対象

女

多様な性

Ｔ　トランスジェンダー
（例・身体が男性の場合）

心の性身体の性

Ｂ　バイセクシャル
（例・身体が女性の場合）

Ｌ　レズビアン

Ｇ　ゲイ

『王さまと王さま』（絵本）

『境界を生きる　性と生のはざまで』
『私男子校出身です』

タイトル

『ＬＧＢＴＱを知っていますか？
みんなと違うは“ヘン”じゃない』

『ＬＧＢＴ　なんでも聞いてみよう』

『にじ色の本棚
ＬＧＢＴブックガイド』

（絵）リンダ・ハーン
（文）スターン・ナイランド

（監著）日高庸晴／（著）星野慎二

著者・監著

クオーク＆徳永桂子

原ミナ汰
土肥いつき

毎日新聞「境界を生きる」取材班
椿姫彩菜

第５回「ミカエル・セミナー」
≪日　時≫１月２４日（火）
　　　　　19：30～ 21：00
≪会　場≫プラザ西伯（法勝寺）
≪演　題≫「今、何が起きているのか」
～インターネットの悪用や戸籍の不正
取得事件から人権問題を考える～
≪講　師≫　下吉　真二さん
（部落解放同盟倉吉市協議会事務局長）

しもよし　　しん　じ

虹色らくだのお二人
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認知症になっても住み慣れた地域で安心して暮らせるために
～上長田・東長田地区 認知症ＳＯＳネットワーク訓練の報告～

南部町では、来年度もこのような訓練を実施予定です。お住まいの地域（集落･地区単位等）でも実践してみませ
んか？詳しくは下記までお問い合わせください。

認知症の方が住み慣れた地域で安心して暮らすには、地域のあたたかい支援が欠かせません。いざという時はも
ちろん、日頃から地域での見守りが必要です。地域の見守り支援のネットワーク体制づくりの一環として、11
月26日に上長田・東長田地区で、認知症ＳＯＳネットワーク訓練を開催しました。その訓練の様子をご報告し
ます。

「認知症の症状が原因で行方不明になられた方がいる」と想定し、その方を早期発見できるよう、地域住民が主
体となり、連絡方法や声のかけ方の確認を行う捜索訓練です。
認知症になると、道を間違えたり、自分がどこにいるのかがわからなくなり、家に帰れなくなることがあります。
行方不明になられた方を早期発見するためには、身近な地域の皆さんのご協力がぜひとも必要です。もしもの時
の捜索活動、普段からの声かけを実践的に学んでいただきました。

認知症ＳＯＳネットワーク訓練とは…？

捜索の様子 全16集落で、実際に捜索をしました。各集落の集会所に集合し、各区長･防災委員の指示の
もと、少人数に分かれて捜索しました。

＜区長が住民さんに捜索エリアの説明＞ ＜似た服装の人も歩いているので声かけして確認＞

【連絡先】■米子警察署 ☎33‐0110 　■ 南部町役場総務課 ☎66‐3112

もし、認知症の家族が行方不明になってしまったら…
①できるだけ早く“警察”に連絡する（捜索届を出す）  
②同時に役場総務課にも連絡する。※役場が防災無線の放送、消防団の出動等をします。
③近所の方に協力をお願いし、できるだけたくさんの人数で家の周りを探す。

もし、「あれ？認知症で困っているのでは…」と思われる方が歩いておられたら…
まずは、「こんにちは」など挨拶をするなど声をかけることが大切です。
笑顔で、正面から、短い言葉でゆっくりと話しかけましょう。
例）「どこに行かれますか？」「どこから来られましたか？」
　　「私は○○と言います。あなたのお名前を教えてください」  など…

☞その他
 ●　日頃から、近所や歩くコース沿いに住んでおられる方に認知症であることを伝えて、見守りの協力をお願い
 　　しておくと安心です。（歩いている姿を見かけた時に、一声かけてもらう･家族に伝えてもらう。）
 ●　区長･民生委員･地域福祉委員などの地域の方々や最寄りの駐在所などにも、認知症であることを伝えておく
　 　と、いざという時に安心です。

【問い合わせ先】健康福祉課（健康管理センターすこやか内）☎66‐5524
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南
さ
い
は
く

法
勝
寺
地
区

認
知
症
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
訓
練

　
11
月
26
日
（
土
）
に
南
さ
い
は
く
地
域
全
集

落
参
加
で
、
認
知
症
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
認
知
症
に
な
る
と
、
数
分
前
の
こ
と
が
思
い

出
せ
な
く
な
り
、
い
つ
も
通
っ
て
い
る
道
で
も

わ
か
ら
な
く
な
り
、
家
に
帰
れ
な
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
今
回
は
、「
騂
牛
集
落
の
方
が
行

方
不
明
に
な
ら
れ
た
」
と
想
定
し
、
各
集
落
で

も
多
く
の
方
に
参
加
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
本

部
を
騂
牛
公
民
館
と
協
議
会
事
務
所
の
２
箇
所

に
設
置
し
た
た
め
、
情
報
の
や
り
取
り
の
点
で

問
題
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
訓
練
で
得
た
こ
と
を
認
識
し
、「
も
し
も
」

の
時
に
備
え
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ

ま
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

鳥
大
学
生
と
法
勝
寺
宿
合
同
の
Ｄ
Ｉ
Ｇ

　
11
月
３
日
に
鳥
大
の
学
生
と
法
勝
寺
宿
の
皆

さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
Ｄ
Ｉ
Ｇ(

災
害

図
上
訓
練)

を
行
い
ま
し
た
。

　
午
前
中
に
学
生
は
法
勝
寺
宿
内
を
散
策
し
、

実
際
に
宿
内
が
ど
の
よ
う
な
状
態
か
を
見
て
歩

き
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
住
民
も
参
加
し
、
実

際
の
宿
内
の
地
図
を
見
て
救
急
車
が
通
れ
る

道
・
通
れ
な
い
道
を
色
分
け
し
た
り
、
災
害
が

起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
場
所
等
を
各
班
に
分
か

れ
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
住
民
は
今
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
こ
と
に
気

づ
き
、学
生
は
こ
の
よ
う
な
訓
練
が
あ
る
こ
と
、

ま
た
パ
ッ
と
見
た
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
法
勝

寺
地
区
の
良
い
点・悪
い
点
も
感
じ
る
こ
と
が
出

来
た
、と
て
も
良
い
機
会
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

子どもたちの明るい未来を願いながら
オレンジリボンたすきリレー

ハワイを目指して一吹入魂！
第28回全国柿の種吹きとばし大会

　今年も11月23日に農業者トレーニングセンターで「第
28回全国柿の種吹きとばし大会」が開催されました。遠
くは埼玉、宮崎など、全国から集まった延べ550人の参加
者が、富有柿を味わい種を吹き飛ばしました。メンズ部門
では町内の中学生が見事ハワイ旅行をゲットしました。ガ
イナーレ鳥取の山道淳司選手による始種式や、フラダンス
披露もあり、大会を盛り上げました。また、当日は商工会
まつりも開催され、たくさんの人で賑わいました。
《大会結果》
●メンズ部門１位　14.55m　新井　匠さん（南部町）
●レディース部門１位　10.18m　石田　純子さん（米子市）
●ペアレント＆チャイルド部門１位　19.80m
　　　　　坂上　和久さん・ひなたさん・光さん（境港市）
●パーティー部門１位　43.29m　バイオレッツ（琴浦町）

　11月12日に鳥取県西部地区で、オレンジリボ
ンたすきリレーが開催されました。南部町では、
日南町から引き継いだたすきを、ランナーがすみ
れこども園、つくし保育園、農業者トレーニング
センターを経由し、米子南保育園に届けました。
　オレンジリボンたすきリレーは、児童虐待防止
の啓発活動として「子どもたちに明るい未来を」
を合言葉に毎年11月に開催されています。最終ゴ
ール地点である米子児童相談所では、各コースか
ら集まったランナーたちと結団式が行われ、児童
虐待のない社会の推進を宣言しました。

←
行
方
不
明
者
を

　無
事
に
発
見

→
早
田
集
落
の
皆
さ
ん

　が
声
か
け

（左から）ランナーの雑賀さん、陶山町長、細田さん

「宇治フラ・アポ」
（岡山県・高梁市)
　によるフラダンス

学生と積極的な意見交換が行われました



南部町立法勝寺図書館　☎66-4463　　天萬図書館　☎64-3791

BOOKS OF THE YEAR 2016
　皆さんは昨年、心に残る本に出会いましたか？南部町の図書館職員が2016年に読んだ古今東西
の本の中で、特に印象に残った本を紹介するコーナー、第2回です。

『がんのお姫様』海老原暁子 著/岩波書店(2013年)

　大切な家族に卵巣がんの疑いが・・。
まだ病名は確定していないのに不安な
日々、きっと大丈夫だと思いたい。手
に取った闘病記からは、壮絶な抗がん
剤治療と変化していく作者の想いが伝
わる。不安は増していくが読まずには
いられない。　　　（町立図書館Ｉ）

『みかづき』森絵都 著/集英社（2016年）

　「塾」行ってましたか。私、夕方の
塾の空気って好きでした。昭和から平
成にかけての塾業界を舞台に親子三世
代に渡って奮闘した塾教師たちの物語。
なぜ今、森絵都はこの本を書いたのか。
「自分の頭で考える」こととは…。

（町立図書館T）

『赤ヘル1975』重松清 著/講談社(2013年)

　25年ぶりにセ・リーグを制覇した
広島カープ。その初優勝を決めた年を
描いている。一人の少年の眼を通して、
なぜカープが市民球団と呼ばれ始め、
多くの人の希望となったのかが分かる。
人々の熱い想いに心が揺さぶられる。

（町立図書館S）

『寿命図鑑』やまぐちかおり 絵･いろは出版 編/

　　　　　　　　　　　　いろは出版（2016年）

　人の寿命は約80年ですが、スカイ
ツリーの寿命が何年か知っています
か？人はもちろん、動物や食べ物、
建物など世の中の様々な『モノ』の
寿命が一目でわかるこの図鑑、一人
でも友達とでも親子でも楽しめます。

（学校図書館H）

Vol.1Vol.2
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　　　　１月のおはなし会
■日にち／１月22日（日）
■時　間／午前10時30分～
■場　所／天萬図書館　おはなしの部屋
■内　容／ふゆ の おはなし
＜親子参加で子育て応援ポイント対象＞

　　　１月の行政書士無料相談会
■日にち／１月18日（水）　
■時　間／午前10時～午後１時
■場　所／法勝寺図書館２階　読書室
■相談内容／相続・遺言・クーリングオフなど
※予約不要　　※秘密厳守
■主催／鳥取県行政書士会■共催／南部町立図書館

『私の本棚』新潮社 編/新潮社（2013年）

　ひとの本棚を見るのが好きです。友
人・知人の本棚も人それぞれ個性があ
って面白いけど、この本を見つけて“作
家さんの本棚 ? なにそれ見たい !!” と
衝動買いしてしまいました。みなさん
本棚には拘りがいっぱいで、いつか自
分の書斎を持ちたいな…と思っている
人は必読かも？

（学校図書館T）

　シンガーソングライターの森田さやかさんといっしょに
わらべうたを楽しみませんか？
　わらべうたの後には、図書館の木のおもちゃをご紹介。
いろいろな木のおもちゃで遊んでみましょう♪
◆日　時◆１月29日（日）
　　　　　午前10時30分～11時３０分
◆場　所◆法勝寺図書館　２階読書室
◆定　員◆25組（先着順）
　※要申込みです｡詳しくは図書館にお問い合わせ
　ください。＜親子参加で子育て応援ポイント対象＞

もりさやさんと遊ぼう！

ぽかぽか



地域おこし協力隊　城貝健太郎　☎21‐1595（なんぶ里山デザイン機構内）

今
年
も
南
部
町
を
、
精
一
杯
楽
し
み
ま
す
！

地域おこし協力隊の
つぶやき

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
！
南
部
町
地
域

お
こ
し
協
力
隊
、
里
山
デ
ザ

イ
ン
大
学
担
当
の
城
貝
で
す
。

　
と
う
と
う
１
年
が
終
わ
り
、

新
し
い
年
を
南
部
町
で
迎
え
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
昨
年
は
新
し
い
土
地
で

慣
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

こ
に
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
場
所
に

巡
り
合
え
た
、と
っ
て
も
良
い
年
で
し
た
。

　
そ
し
て
一
番
悔
し
か
っ
た
の
は
、
初

参
加
の
「
全
国
柿
の
種
吹
き
と
ば
し
大

会
」
で
６
．
６
ｍ
、
１
１
０
位
と
い
う

残
念
な
結
果
に
終
わ
っ
た
こ
と
…
今
年

は
修
行
し
て
、
ラ
ン
キ
ン
グ
２
桁
内
を

目
指
し
ま
す
！

　
協
力
隊
と
し
て
の
任
期
は
、
あ
と
２

年
。
そ
の
中
で
自
分
が
南
部
町
の
た
め

に
、
ま
た
自
分
が
住
み
続
け
る
た
め
に

で
き
る
事
を
色
々
考
え
な
が
ら
、
南
部

町
ラ
イ
フ
を
楽
し
も
う
と
思
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
、
今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
！

里
山
の
恵
み

　自
生
つ
る
で
手
仕
事

体
験
を
し
ま
し
た

　
11
月
19
日
（
土
）
豊
か
な
自
然
に
囲
ま

れ
た
里
山
暮
ら
し
、
手
し
ご
と
を
楽
し
む

生
活
の
提
案
と
し
て
子
育
て
中
の
親
御
さ

ん
対
象
に
、
つ
る
篭
作
り
講
座
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
講
師
に
は
倭
在
住
、
手
仕
事
作
家
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
角
田
敦
子
さ
ん
を
お
招
き

し
、
町
内
外
か
ら
参
加
さ
れ
た
親
子
さ
ん

に
笑
顔
ほ
っ
こ
り
の
指
導
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
事
前
に
採
取
し
た
つ
る
は
、
軽
ト
ラ
一

杯
分
。
篭
編
み
に
適
し
た
つ
る
を
見
つ
け

整
理
す
る
だ
け
で
も
一
苦
労
で
し
た
が
、

こ
れ
も
貴
重
な
体
験
。
改
め
て
里
山
の
恩

恵
を
見
直
す
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
迎
え
た
当
日
、
意
外
な
ほ
ど
に

お
母
さ
ん
方
が
一
心
不
乱
に
？
夢
中
で
つ

る
と
格
闘
し
な
が
ら
作
品
を
作
り
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。
横
で
小
さ
な
応
援
隊
の
ち
び

っ
こ
た
ち
は
、
一
緒
に
つ
る
を
持
つ
姿
や
、

松
ぼ
っ
く
り
な
ど
木
の
実
で
思
い
思
い
に

遊
ぶ
姿
な
ど
、
マ
マ
と
お
子
さ
ん
が
共
に

森
の
自
然
物
で
楽
し
ま
れ
て
い
る
様
子
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

なんぶ里山デザイン機構だより

つ
る
篭
作
り
に
挑
戦

　〜
子
育
て
講
座
よ
り
〜

【問い合わせ先】ＮＰＯ法人なんぶ里山
　デザイン機構本部　☎21‐1595
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今年の干支は酉年ですね！
これは多分ジョウビタキかな？

柿の種、今年は友達も呼んで出ます！

　
実
は
、
原
稿
書
い
て
い
る
時
は
ま
だ

年
が
明
け
て
い
ま
せ
ん（
笑
）来
年
の
自

分
、
頑
張
れ
よ
!!

　
不
便
を
楽
し
む
田
舎
暮
ら
し
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
、
先
人
の
知
恵
を
受
け
継
ぐ
技
を

指
導
し
て
く
だ
さ
る
住
民
の
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。実
は
凄
い
、あ
そ
こ
の
お
じ
い

ち
ゃ
ん・お
ば
あ
ち
ゃ
ん
！
情
報
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。（
講
座
担
当
　
岩
崎
一
美
）

↓出来上がりに皆さん満足の笑顔♪

↑既製品とは違った味わいがあります



おしらせ2017．1

16広報なんぶ　2017.1　№148

田淵千里さん（円山）三好正展さん（阿賀）

受賞した赤井響さん（左から2番目）と山本凌太朗さん

国
勢
調
査
の
功
績
者
が

　
　
　表
彰
さ
れ
ま
し
た

　
11
月
14
日
、
米
子
市
文
化
ホ
ー
ル

で
平
成
28
年
度
統
計
功
労
者
表
彰
式

が
行
わ
れ
、
田
淵
千
里
さ
ん
（
円

山
）、
三
好
正
展
さ
ん
（
阿
賀
）
の

２
名
が
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
平
成
27
年
国
勢
調

査
で
、
調
査
員
と
し
て
極
め
て
優
秀

な
調
査
を
行
わ
れ
た
功
績
が
評
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　
田
淵
さ
ん
は
「
地
域
の
皆
さ
ん
が

協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
賜
物
で
す
」

三
好
さ
ん
は
「
受
賞
で
き
た
こ
と
に

驚
く
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
に
感
謝
し

て
い
ま
す
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

受章
おめでとう
ございます

文化財防火デーの制定は、昭和24年1月26日に現存する世界最古の木造建造物である法
隆寺（奈良県斑鳩町）の金堂が炎上し、壁画が焼損したことに基づいています。文化財
を火災、震災その他の災害から守るとともに、全国的に文化財防火運動を展開し、国民
一般の文化財愛護に関する意識の高揚を図っています。
【問い合わせ先】鳥取県西部広域行政管理組合消防局予防課　☎35‐1954

毎年1月26日は「文化財防火デー」です

水道管にも冬の支度を 【問い合わせ先】上下水道課　☎66‐4807

　気温がマイナス３℃以下になると、水道管が凍結し破損することがあります。特に屋外に露出している水道管
　は注意してください。
　　水道管の凍結を防ぐには？
　●水道管の露出している部分を保温材などで保護してください。保温材には取り付けが簡単な市販品もあります。
　●太陽熱温水器は、使用の時期か終わったら水抜きをしておいてください。
　　水道管が凍ってしまったら？
　●水道管が凍結して水が出なくなったときは、蛇口を開いて凍結した部分にタオルや布巾をかぶせ、その上か
　　らぬるま湯をかけてゆっくり溶かしてください。熱湯を急にかけると水道管が破裂することがあります。
　　水道管が破裂したら
　●水道管の凍結破損の多くはパイプ部分です。破損箇所を発見したときは止水栓を止めてください。
　●雪が降り始めるまでに、止水栓の位置を確認しておいてください。雪が積もっても止水栓の位置が分かるよ
　　うに、表示板を立てておくのも一つの方法です。
　●給水指定工事店へ修繕を依頼してください。
　●長期間家を留守にする場合は、止水栓を止めておくことをお薦めします。

中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
・
習
字
」

入
選
作
が
決
ま
り
ま
し
た

　
税
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、
正
し
く
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
平
成
28
年
度
「
中

学
生
の
税
に
つ
い
て
の
作
文
・
習
字
」
に
今
年

度
も
多
数
の
応
募
が
あ
り
、
南
部
町
か
ら
は
、

作
文
の
部
で
１
人
、
習
字
の
部
で
４
人
の
作
品

が
入
選
し
ま
し
た
。

●
作
文
の
部

《
南
部
町
長
賞
》

　
赤
井
　
響
（
南
部
中
２
年
）

●
習
字
の
部

《
南
部
町
長
賞
》

　
山
本
　
凌
太
朗
（
南
部
中
２
年
）

《
鳥
取
県
西
部
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
　
佳
作
》

　
西
田
　
萌
夏
（
法
勝
寺
中
２
年
）

　
遠
藤
　
南
菜
（
法
勝
寺
中
２
年
）

　
亀
尾
　
美
緑
（
法
勝
寺
中
１
年
）

（左から）受賞した亀尾美緑さん、遠藤南菜さん、西田萌夏さん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
　

ぶ
ち
　

ち
　

さ
と

　
　
　
　
　
　

み
　

よ
し
ま
さ
の
ぶ

　
　
あ
か
　
い
　
　
き
ょ
う

　
　
や
ま
も
と
　
　
り
ょ
う
た
ろ
う

　
　
に
し
　
だ
　

　
　
も
え
　
か

　
　
え
ん
ど
う
　

　
　
な
　
な

　
　
か
め
　
お
　
　
　
み
の
り



■
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
（
４
名
）

任
期
は
、
平
成
28
年
11
月
16
日
か
ら
平
成
32
年
11
月
15
日
の

４
年
間
で
す
。

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
（
３
名
）

任
期
は
、
平
成
28
年
11
月
22
日
か
ら
平
成
31
年
11
月
21
日
の

３
年
間
で
す
。

■
東
長
田
財
産
区
管
理
会
委
員
（
７
名
）

任
期
は
、
平
成
28
年
11
月
16
日
か
ら
平
成
32
年
11
月
15
日
の

４
年
間
で
す
。
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各
種
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

委員長
いた　　たけとし

板　竹利（江原）

委員長代理
まえたに　　いさむ

前谷　勇（絹屋）

委員
うしお　おさむ　

潮　修（天萬）

会長
いく　た　　きよし

生田　清（八金）

副会長
いのうえ　　けん　じ

井上　憲司（今長）

委員
こま　ば　　ひとし

駒場　均（二桝）

委員
えんどう　　つとむ

遠藤　勉（金ヶ崎）

委員
いく　た　　　きみよし

生田　公良（金山）

委員
ほそ　だ　　　し　ろう

細田　史郎（常清）

委員
ほそ　だ　　　えいせい

細田　恵誠（江原）

委員長
　　たなべ　　もと　し

田邉　元史（赤谷）

職務代理
　こ　ばやかわてつえい

小早川徹栄（高姫）

委員
はた　　としあき

畠　稔明（清水川）

平
成
28
年
11
月
11
日
の
臨
時
議
会
で
、
次
の
委
員
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

総
務
課

☎
６
６‐
３
１
１
２

委員
まえ　た　　　や　た　ろう

前田　彌太郎（馬場）

　消費生活相談窓口です　電気炊飯器の蒸気で幼児がやけど！

　電気炊飯器や電気湯沸かしポットの蒸気孔に手をついてやけどをする事故が起きています。
　これらの事故は乳幼児に多く、乳幼児のやけどは重症になりやすいので、保護者は十分な注意が必要です。
炊飯器やポットは、子どもの手の届かない、見えない所に置く
　●子ども、特に乳幼児は好奇心が旺盛です。うっかり蒸気に触ってしまったのではなく、好奇心から吹き出
　　る蒸気に手を出すこともあります。置き場所には十分気をつけましょう。
　●手の届かない所に置いても、蒸気が見えると触ろうとしてコードを引っ張り、もっと大きな事故になるこ
　　ともあります。コードやコンセントの高さや位置にも十分気をつけましょう。

（国民生活センター発行　くらしの豆知識より）

≪消費生活相談窓口開設≫毎月第２火曜日　専門相談員が役場相談窓口に来室します。
■相談時間／午前９時～12時　■場所／南部町消費生活相談窓口（天萬庁舎１階　町民生活課）
【相談・申込先】☎６４‐３７８１



子育て・健康スケジュール 1月1１日～2月10日
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場所内容 対象 日時(受付時間)
◆乳幼児健診

乳児健診 ４・７・10・12ヵ月児 健康管理センターすこやか １月31日(火)13:00～13:30

▢問健康管理センターすこやか☎66‐5524

認知症の方の家族のつどい 健康管理センターすこやか

◆家族のつどい

１月20日(金)10:00～12:00
※参加費100円（茶代）

認知症の方を介護している家族が
日頃の思いを話し合う場

場所 日時 内容
▢問健康管理センターすこやか☎66‐5524

毎週月曜日　10:00～12:00
※１月16日はベビーマッサージ

すみれこども園
　　子育て交流室あいあい

妊婦さんとねんねの
赤ちゃんの日

みんな集まれ！あそぼう広場Ⓟ
「親子で体を動かそう」
園開放 １月17日（火）９:30～11:00

１月15日（日）10:00～

ひまわり保育園

南部町民体育館

すこやか乳幼児相談
子育て総合支援センター
　　　　　　　　のびのび

ひまわり保育園☎64‐2824
園開放 １月19日（木）９:30～11:00すみれこども園 すみれこども園☎64‐2040
園開放 １月20日（金）９:30～11:00

１月18日（水）９:30～11:00

さくら保育園 さくら保育園☎64‐2065

教育委員会事務局☎64‐3782

おはなし会Ⓟ

離乳食講習会（後期）Ⓟ

１月22日(日)10:30～11:00天萬図書館おはなしの部屋 天萬図書館☎64‐3791

すみれこども園
　　子育て交流室あいあい

すみれこども園
　　子育て交流室あいあい

あいあい行事Ⓟ
　　　　　　正月あそび

すみれこども園子育て交流室
☎66‐3208

子育て総合支援センター
　　　　　　　　のびのび

のびのび行事Ⓟ
　　　　　　おはなし会

１月30日（月）10:30～11:30
※要予約

１月27日（金）9:45～11:00
※要予約（10組限定）
１月29日（日）10:30～11:30
※要予約（限定25組）

子育て総合支援センターのびのび
☎66‐4403

法勝寺児童館
子育て親育ち教室Ⓟ
「子どもの生活とメディア」

２月２日（木）10:00～11:30
健康管理センターすこやか
☎66‐5524

ふれあいひろば　ひなたぼっこ
（つくし保育園）

ベビーアート
「にわとり母さんと記念撮影」

もりさやさんとあそぼう
わらべうたⓅ

１月24日（火）9:30～12:00 つくし保育園☎66‐2143

総合福祉センターいこい荘

法勝寺図書館

パパスクールⓅ２倍
１月22日（日）10:00～12:00
※要予約

▢予健康管理センターすこやか
☎66‐5524

▢予法勝寺図書館☎66‐4463

▢予すみれこども園子育て交流室
☎66‐3208

すみれこども園子育て交流室
☎66‐3208

１月12日(木)・２月９日(木)
（受付）９:00～10:00

健康管理センターすこやか
☎66‐5524　※予約不要

◆子育て行事
日時内容 場所 問い合わせ先

かきっこクラブⓅ 総合福祉センターいこい荘
にじいろポケットⓅ 健康管理センターすこやか
◆子育てサークル

１月20日（金）10:00～12:00
健康管理センターすこやか
☎66‐5524

Ⓟ：南部町子育て応援ポイント対象事業　　▢予：予約先

１月16日・23日・25日（図書整理日）・30日・２月６日◆図書館休館日
▢問法勝寺図書館☎66‐4463

毎月１日・15日は「ノーメディアデー」　　毎月第３日曜日は「かぞくの日」



相談・イベントなど 1月1１日～2月10日

毎週水曜日
9:00～11:30

日時

なんでも相談

場所内容

１月18日（水）
10:00～13:00
１月19日（木）
13:30～16:00

総合福祉センターしあわせ

多重債務・法律相談会
米子コンベンションセンター
５階第５会議室

法勝寺図書館２階

行政手続きや人権に関する悩み事など
▢問人権相談：教育委員会事務局☎64‐3782
　行政相談：総務課☎66‐3112

相続・遺言・成年後見など
▢問法勝寺図書館☎66‐4463

生活全般の悩み事など
▢問南部町社会福祉協議会☎66‐2900

多重債務やヤミ金融等【事前予約先】西部消費
生活相談室☎34-2648《受付時間》8:30～17:00

◆相　談
内容・問い合わせ先

行政書士無料相談会

２月10日（金）
13:30～16:00

総合福祉センターしあわせ
２月１日（水）
9:00～11:30

交流会館
人権・行政相談
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日時

２月１日(水)19:00～町体・トレセン利用調整会議

場所内容

各小中学校にお問い合わせください

◆イベントなど
問い合わせ先

▢問教育委員会事務局☎64‐3782

２月４日(土)13:30～
第５回南部町人権・同和教育
研究集会

▢問教育委員会事務局☎64‐3782富有まんてんホール

２月５日(日)9:00～
第３回南部町民バウンスボー
ル大会

▢問教育委員会事務局☎64‐3782
農業者トレーニングセ
ンター

１月24日(火)19:30～21:00第５回ミカエルセミナー
▢問教育委員会事務局☎64‐3782
※詳しくは11ページをご覧ください

プラザ西伯

１月19日(木)19:00～20:00手話講座Ⓟ 法勝寺図書館

２月３日(金)10:00～
２月３日(金)14:00～

公民館利用者調整会議 ▢問教育委員会事務局☎64‐3782
南部町公民館さいはく分館
南部町公民館（天萬庁舎2階）

▢問教育委員会事務局☎64‐3782

▢問法勝寺図書館☎66‐4463

１月21日(土)13:00～15:00
安心して意欲的に学べる学校
づくり会議

富有まんてんホール ▢問教育委員会事務局☎64‐3787

１月17日（火）19:00～
町Ｐ連会員研修会「ＬＩＮＥ
の利用例とリスク対策」

富有まんてんホール

天萬庁舎

土曜開校 1月21日（土）　町内小中学校

　南部町恋さ～くる　出会いと学びのティータイム
★日　　程　　２月12日（日）13時～18時
★会　　場　　ヴィレステひえづ（日吉津村日吉津９３０）
★参 加 費　　２,０００円
★募　　集　　20～40歳の独身男女／各12名　※ただし、男性は南部町在住、もしくは定住希望者を参加優先
★内　　容　　美味しい煎茶の入れ方を一緒に学びながら、チーム対抗の鍋バトルで楽しく交流します。
★申込期限　　２月２日（木）※ただし定員になり次第受付終了
★申込方法　　メールもしくはＦＡＸにて
　　　　　　　※必要事項／氏名、年齢、性別、住所、電話番号、メールアドレス
　　　　　　【申込み・問い合わせ先】　ＮＰＯ法人むすび　代表：宮本　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　携帯：０９０－９５０２－１６５１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メールアドレス：info@koi-circle.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX：３０－２１６１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所：米子市東町２３７
【担当課】企画政策課　☎６６-３１１３（岩田・末次）
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※届け出時に広報への掲載を同意された方のみ載せています

11月16日～12月15日届出分　(敬称略)

5,293人

5,892人

11,185人

3,897世帯

　－ 2　人　

　－ 6　人　

　－ 4　人　

　＋ 2　世帯

男

女

計

世帯数

人　口 　前月比　

11月3０日現在

１月の税金・使用料

納付期限 １月31日（火）

･町県民税

･国民健康保険税

･後期高齢者医療保険料

･水道使用料

税金・使用料のお支払いは「便利・安心・
確実な」口座振替をぜひご利用ください

･公営住宅家賃

･学校給食費

･保育料

･放課後児童クラブ負担金

　
平
成
29
年
度
の
一
般
競
争
（
指
名
競
争
）

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
の
追
加
受
付

を
、
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　
受
付
期
間
内
に
申
請
の
無
い
場
合
は
、
南

部
町
の
一
般
競
争
入
札
及
び
指
名
競
争
入
札

に
参
加
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
請
手
続
き
等
ご
不
明
な
点
は
、

総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間
　※

消
印
有
効

　
１
月
４
日(

水)

〜
２
月
28
日(

火)

■
提
出
方
法
　
郵
送
ま
た
は
持
参

■
提
出
先

〒
６
８
３‐

０
３
５
１

　
南
部
町
法
勝
寺
３
７
７‐

１

　
南
部
町
役
場
　
総
務
課（
☎
６
６‐

３
１
１
２
）

▼
収
集
回
数
／
毎
月
１
回

　
次
の
よ
う
に
、
種
類
分
け
し
て
混
ざ
ら
な

い
よ
う
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

古
紙
類

　
①
新
聞
類
は
、新
聞
紙・チ
ラ
シ
が
対
象
で
す
。

　
②
ダ
ン
ボ
ー
ル
・
箱
は
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
・

　
　
厚
紙
が
対
象
で
す
。

　
③
牛
乳
・
紙
パ
ッ
ク
は
５
０
０
㎖
以
上
の

　
　
紙
パ
ッ
ク
が
対
象
で
す
。

　
④
雑
誌
・
雑
紙
・
包
装
紙
な
ど
は
、
雑
誌

　
　
本
・
コ
ピ
ー
用
紙
・
封
筒
・
ノ
ー
ト
・

　
　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
が
対
象
で
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
分
け
て
、
違
う
種
類
が
、

混
ざ
ら
な
い
よ
う
出
し
て
く
だ
さ
い
。
買
い
物

袋
な
ど
に
入
れ
な
い
で
持
ち
や
す
い
大
き
さ
に

氏　名　　　　保護者　　  住　所

　　　　　　　　ゆうせい

◎糸賀　友星　（哲也・章子）　　倭
　　　　　　　　みつとし

◎仲田　充利　（圭佑・美枝）　　境
　　　　　　　　かける

◎定光　駈　　（崇・麻見）　　　西
　　　　　　　　ゆういち

◎廣田　結一　（譲司・理絵）　円　山

氏　名　　　 年  齢　　　　住　所

●石田　隆幸　　84歳　　　阿　賀

●岡田ふみ江　　96歳　　　猪小路

●三鴨　輔　　77歳　　　宮　前

●長見　艶子　　85歳　　　鴨　部

●𠮷村　香　　81歳　　　　境

●中村　史子　　80歳　　　福　成

●神田サナヱ　　78歳　　　東　町

●渡邉　雅晴　　76歳　　　　境

　
し
て
、
紐
で
し
っ
か
り
縛
っ
て
出
し
て
く
だ

　
さ
い
。

●
牛
乳
な
ど
の
紙
パ
ッ
ク
は
、
中
を
洗
っ
た

　
後
切
り
開
き
、
乾
か
し
て
か
ら
出
し
て
く

　
だ
さ
い
。

●
中
に
ア
ル
ミ
や
ビ
ニ
ー
ル
が
つ
い
て
い
る

　
紙
パ
ッ
ク
や
、
汚
れ
て
い
る
も
の
、
臭
い

　
が
つ
い
た
も
の
な
ど
は
可
燃
ご
み
に
出
し

　
て
く
だ
さ
い
。

●
５
０
０
㎖
未
満
の
紙
パ
ッ
ク
は
、
中
を
洗

　
っ
た
後
切
り
開
き
、
乾
か
し
て
か
ら
軟
質

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
郵
便
物
等
の
ビ
ニ
ー
ル
包
装
に
な
っ
て
い

　
る
も
の
は
そ
の
ま
ま
出
さ
な
い
で
、
分
別

　
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
町
民
生
活
課
　
☎
６
６‐

３
１
１
４

○
総
務
課
課
長
補
佐

藤
原
　
宰
（
健
康
福
祉
課
課
長
補
佐
）

古
紙
類
の
分
別
収
集
に

　
　
　
　
　
　
　ご
協
力
く
だ
さ
い

合銀より図書カードを寄贈
　ごうぎん鳥取文化振興財団（久保田一朗理事長）が町立
図書館に図書カードを寄贈し、12月14日に贈呈式が行わ
れました。これは県内の教育・芸術文化・スポーツ活動に
対し支援活動を行っている
市町村等に贈られるもので
す。当日は山陰合同銀行西
伯支店蒲知暁支店長から陶
山町長へ、図書カード10
万円分が贈られました。 大切に活用させていただきます
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南部町の　春・夏・秋・冬　　　　　　　　　　　廣池　昌弘（写真と文）

雪の桜並木
　法勝寺川土手の桜並木では、寒い冬にも並木が織り
成す絶景の雪景色が見られます。特にお勧めなのは少
しだけ湿った雪が音も無く「シンシン」と降る夜です。
雪が木の枝に付き易く、外灯に彩られると花のように
も見えます。河川敷の草まで覆われる程に雪が降ると
更に幻想的な風景になり、雪明りの中に木々が浮かび
上がります。数キロの桜並木には写真のようなファン
タジーなトンネルなど様々な景色が見られますので、
是非捜して見てください。

学校給食をご家庭で
 南部いのちゃん汁

南部いのちゃん汁は、町おこしの１つであるいのしし肉と、地元の新鮮な
野菜や豆腐を取り入れた具だくさんの味噌汁です。子ども達により親しみを
もってもらおうと「いのちゃん」と、愛着のあるネーミングにしました。
　　　　　　　　　（学校給食会見西伯センター　安藤福美・妹尾里江）

板持みき枝さん・高木さゆりさん
今月の調理担当①大根、にんじんは３㎜のいちょう切り、

　里芋は皮をむき厚めのいちょう切り、白
　ねぎは小口切りにする。
②生しいたけは短冊切り、豆腐はさいの目
　切り、こんにゃくは下ゆでして薄い短冊
　切りにする。
③鍋に水を入れ大根を入れ煮る。大根に火
　がとおったら、いのしし肉を入れ、一煮
　立ちしたらアクを丁寧にとり、にんじん、
　里芋、こんにゃく、しいたけを入れて煮る。
④里芋がやわらかくなったら豆腐を入れ、
　味噌で調味し、仕上げにねぎを入れる。

【協力】食生活改善推進協議会・会見西伯学校給食センター

《ワンポイント》いのしし肉はこの時期
がもっとも脂がのって美味しいです。
しっかりアクをとる事で、さっぱりと
食べられます。

材料(4人分) 作り方

（１食分）エネルギー95kcal・塩分1.1g

60ｇ
45ｇ
90ｇ
45ｇ
100ｇ
45ｇ
80ｇ
20ｇ

大さじ２
600㏄

いのしし肉‥‥‥‥‥‥‥‥
にんじん‥‥‥‥‥‥‥‥‥
大根‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
白ねぎ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
さといも‥‥‥‥‥‥‥‥
生しいたけ‥‥‥‥‥‥‥‥
木綿豆腐‥‥‥‥‥‥‥‥‥
こんにゃく‥‥‥‥‥‥‥‥
みそ‥‥‥‥‥‥‥‥‥
水‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

オリジナルカルタが出来ました　　～大木屋いきいきサロンでお披露目～

ほっこりした優しいイラストに
笑顔もこぼれます

　12月６日に大木屋公民館で行われたいきいきサロンで、西本
典子さんと実妹の大上幸子さんを中心とする地元の方が共同で
制作したオリジナルのカルタが披露されました。このカルタは、
大木屋にちなんだ分かりやすくユーモラスな読み札と、可愛ら
しくあたたかいタッチのイラストの取り札で構成されており、
参加者は久しぶりのカルタ遊びを楽しみました。
　制作した西本さんは「みなさんに喜んでもらえて本当に良か
った。貸し出しもしますので声をかけてほしいですね」と話さ
れました。
【カルタに関する問い合わせ先】
　　　　南部町社会福祉協議会　☎66‐2900

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にしもと

のり　こ　　　　　　　　　　　　　おおがみさち　こ
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祐生コレクション－よみがえる掛軸

【平成28年12月17日(土)～平成29年2月13日(月)】
祐生収集の掛軸は約130本あります。内容は多岐にわたります。
しかし、時を経るに従い破損が目立ち、計画的に修繕を始めております。
この度は、新表装のものなど51点を展示しました。どうぞご覧ください。

「大山本堂阿弥陀三尊像」「昭和12年山田谷にて中島菜刀」

■
ミ
サ
ゴ
が
家
に
や
っ
て
き
た
！

　
11
月
５
日
の
こ
と
。
ち
ょ
う
ど
薪

割
り
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
る

最
中
に
、
Ｏ
山
さ
ん
か
ら
お
電
話
が

あ
り
ま
し
た
。
白
い
タ
カ
を
拾
い
ま

し
た
と
の
こ
と
。
す
ぐ
に
は
受
取
り

に
行
け
ず
、
我
が
家
の
玄
関
に
置
い

て
頂
く
よ
う
に
お
伝
え
し
ま
し
た
。

こ
の
季
節
な
ら
す
ぐ
に
腐
る
こ
と
は

な
い
だ
ろ
う
と
、
企
画
終
了
後
に
対

面
。
始
め
は
オ
オ
タ
カ
か
な
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
な
ん
と
届
け
ら
れ

た
の
は
英
語
で
オ
ス
プ
レ
イ
、
日
本

で
は
ミ
サ
ゴ
と
呼
ば
れ
る
、
魚
が
大

好
物
の
大
き
な
タ
カ
だ
っ
た
の
で
す
。

■
一
生
に
一
度
の
巡
り
合
わ
せ
！ ？

　
我
が
家
で
は
、
窓
ガ
ラ
ス
に
ぶ
つ

か
っ
た
野
鳥
の
死
体
な
ど
が
地
元
の

方
に
よ
っ
て
届
け
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
の
で
す
が
、
さ
す
が
に
ミ
サ
ゴ
が

や
っ
て
き
た
の
は
人
生
初
。
路
上
で

死
ん
で
い
た
と
の
こ
と
で
、
と
て
も

新
鮮
な
個
体
で
し
た
。
一
生
に
一
度

あ
る
か
な
い
か
の
巡
り
合
わ
せ
に
、

こ
の
命
を
無
駄
に
す
る
訳
に
は
い
か

な
い
と
、
早
急
に
仮
剥
製
と
い
う
保

存
方
法
を
施
す
こ
と
に
。

　
ほ
ぼ
徹
夜
で
主
人
が
体
の
中
身
を

取
り
出
し
、
私
が
引
き
続
き
皮
の
裏

や
骨
に
残
っ
て
い
る
組
織
の
除
肉
を

進
め
、
防
腐
剤
を
塗
り
込
み
な
が
ら

毛
皮
な
ら
ぬ
羽
皮
が
完
成
。
そ
の
後
、

綿
を
詰
め
、
形
を
整
え
て
縫
い
合
わ

せ
、
し
っ
か
り
乾
燥
さ
せ
れ
ば
仮
剥

製
の
完
成
で
す
。

■
町
内
産
は
南
部
町
の
財
産

　
博
物
館
な
ど
で
は
展
示
用
の
本
剥

製
を
作
れ
る
の
で
す
が
、
南
部
町
に

は
自
然
系
の
博
物
館
的
施
設
が
あ
り

ま
せ
ん
。
地
域
の
方
が
持
っ
て
来
て

く
だ
さ
っ
た
テ
ン
や
タ
カ
や
小
鳥
の

死
体
は
、
な
ん
と
か
私
た
ち
で
毛
皮

や
仮
剥
製
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
専
用
の
保
管
場
所
も
冷
凍
庫
も

あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
町
の
財
産
と

し
て
傷
み
の
少
な
い
鳥
獣
の
標
本
化

を
公
費
で
ま
か
な
う
こ
と
は
出
来
な

い
か
、
そ
し
て
教
材
と
し
て
地
域
の

子
ど
も
た
ち
に
も
、
い
つ
で
も
見
て

も
ら
っ
た
り
、
種
類
に
よ
っ
て
は
触

っ
た
り
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
仕
組

み
が
あ
れ
ば
と
、
本
件
を
通
し
て
強

く
感
じ
ま
し
た
。
い
つ
か
今
回
の
ミ

サ
ゴ
の
み
っ
ち
ゃ
ん
を
、
皆
さ
ん
に

お
披
露
目
出
来
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

自
然
観
察
指
導
員
　
　
桐
原
真
希

寺内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　撮影：桐原佳介
鳥取県準絶滅危惧(NT)

ミサゴ

南部町のいきものたち ◯118

魚をつかむための長い爪


